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0. 報告日：2012 年 8 月 18 日（金） 

1.参加期間と場所：2012 年 7 月 30 日（月）～8 月 4 日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム 

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程 1 年 

 C1_JO5 

（構成員氏名、大学、学年） 

（氏名）  Shinji HATANAKA、大分大学、M1 

Naoki AOYAGI、大分大学、M1 

Kazuki MIYOSHI、九州大学、M1 
 畑中 信二 

3.感想と今後の抱負 

今回のワークショップは短期間で一つの作品を作るということで、時間配分が最も大変で

あった。時間の足りない中でどの部分を強調すれば、より見ている人に自分たちの主張が

伝わるか、という点に重点を置き作業を進めた。また、言語についてはグループ内では日

本の学生同士なので意思の疎通に支障はなかったが、スタジオについた教授とのディスカ

ッションでは理解できない部分、伝えられない部分が多くあり悔しい思いをした。英語力

のなさは中間発表のプレゼンテーションでも問題となり、思ったようなプレゼンテーショ

ンができずに英語力の向上が必要であることを痛感させられた。しかし、完成した作品は

自分たちの表現したいことをよく表現できており、内容もデザインもわかりやすいものに

なったのではないだろうか。今後の抱負としては、英語力の向上またそれに伴うプレゼン

テーション能力の向上が必要であると感じた。海外の学生との会話も口語による簡単な日

常会話やディスカッションにはあまり不便さを感じず楽しく会話することができたが、少

し難しい文章での会話や専門的な会話の話になると、うまく表現できず会話に時間がかか

ってしまい、少しもったいない時間を過ごしてしまうことも多くあった。英語力の向上は

会話ができるようになるだけでなく、より多く海外の人と意見を交換するために、また自

分の意見を正確に相手に伝えるためにも必要であると感じた。さらに英語力の向上により、

プレゼンテーションの際に自信をもって自分の意見を表現することができるようになるこ

とは、プレゼンの幅を拡げることにつながるのではないだろうか。今後は国際人としての

自覚をもち、言語に関係なくより多くの人と会話をしていきたい。 

4. 提案作品 

タ
イ
ト
ル 

In to the valley 
概
要 

対象敷地のミルキーバレーは、豊かな自然が保全されている

が、その中に人々は入ることは少ない。そこで私たちは現在

橋が存在する場所にフォリーを作ることで、人々の流れを敷

地内に広げる計画を行う。また Tao という概念を自然と調和

することと考える。手法は、二枚のスラブを陰と陽と定義し、

切り込みを入れ、双方を交合わせる。結果、新たな空間を創

出し、自然を感じながら様々な行為が生まれる場所となる。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 


